
ジャンル別アレンジ＆モックアップ
ポップス〜ロック
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ポップス、ロックとは？

時代ごとに流行している音楽の総称＝ポップス。

「ロック」におけるギターはエレクトリックがメインで
アコギの出番は少なく、固有のスタイルがあるわけではない。

本章では昨今のポピュラーミュージックの中で「フォーク系」を除
いたものを「ポップス〜ロック」と定義して解説。

©OTO×NOMA ©TEMPEST STUDIO ©️Sigeru Aoyama



ロック、ポップスとフォークの違い

フォークとは違いバンド編成で演奏が基本。

フォークよりコードが複雑。

アコギの奏法としてはストロークを中心とした激し目の演奏が
多い。（アンサンブルの中で埋もれないために）
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フォークのアレンジと打ち込み

① ポップロック系楽曲
参考曲：CHE.R.RY / YUI

② スタンダード系楽曲
参考曲：Stand by Me / ベン・E・キング

③ 洋楽シンガー系楽曲
参考曲：NEON / ジョン・メイヤー
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①ポップロック系楽曲

YUI『CHE.R.RY』のような、軽快な16ビートのポップロック系楽曲を想定。
バンドサウンドにアコギがよくマッチして爽やかさを演出している。
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パターンの特徴
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パターンは16ビートのパターン1
コードの高音部がペダルトーン（E、B）になっている



打ち込みのポイント
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「B」の重音の打ち込み
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更にピッチをずらすとそれっぽい



②スタンダード系楽曲
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ベン・E・キング『Stand By Me』のような
スタンダードなポップス〜ロック系の楽曲を想定。
ブラッシングのパターンはテンポの速い曲にもマッチする。



打ち込みのポイント
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可能なら、ダウン、アップ別々のサンプルで



③洋楽シンガー系楽曲
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ジョン・メイヤー『NEON』のような洋楽シンガーソングライターが作る
アコースティック楽曲を想定。
他にもテイラースウィフト『We Are Never Ever Getting Back Together』等
こういったリズミカルなアルペジオは洋楽ではよく聞かれる。



パターンについて
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半音テンション

「7th」「add9」「add4」、分数コードなどを使用。

特にD(add4)での開放弦を使った半音テンションはギター独
特の使い方。アコギやクリーントーンではよく使う。



打ち込みのポイント
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アコギのスラップ音
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弦を救い上げるように引っ張って弾く奏法


